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Abstract In 2009, students of Japan Women’s University, supervised by Professor Kenji Suzuki, conduct-
ed a survey of extant shrine architecture in Nishitokyo City. The sanctuaries (honden) of the tutelary shrines
are in the ikkensha nagarezukuri style (with a gable roof and canopy top), not large in scale. Differences
in the weathering and the styles of the parts of the sanctuary indicate that repairs have been, and continue
to be, carried out. Some of the prayer halls (haiden) show an architectural style contemporary with the
sanctuary while others are newer. The roofs have been more recently repaired. The involvement of
wood-carving craftspeople is also evident in the extensive carving seen, for example, in Tanashi Shrine and
it is clear that Edo design and technology have been brought to this region by these architectural crafts-
people. 
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写真14 阿波洲神社本殿外観
写真15 阿波洲神社本殿向拝の虹梁と彫刻
図6 阿波洲神社拝殿平面
8．まとめ
西東京市に現存する鎮守社の本殿は一間社流造
で，規模も大きいものはなく，覆殿の中に納められ
ている。本殿は部材に見られる風蝕の違いから，修
理時に旧材を使いつつ，傷んだ部材は新材に取替え
られて補修が行われたといえる。本殿前面に拝殿が
建ち，幣殿によって両者はつながれる。本殿の建築
年代に比べて，拝殿の建築年代は同時期か，その後
の建築で新しいのが通例である。しかも，拝殿では
屋根が葺替えなどで整備され，近年の修理として顕
著である。本殿，拝殿ともに氏子たちによって，大
切に守られてきたのである。
木鼻，虹梁に見られる絵様・繰形の様式には建築
年代で変化が認められ，全国で見られる変化に対応
しているといえる。また絵様・繰形の様式からすれ
ば，修理時に，旧規に倣って修理する場合と，修理
時の新しい様式で修理を行う場合がある。修理方法
は一定ではなく，ここには年代判定の難しさが関係
してくる。
江戸後期以降には彫物大工の参加によって，田無
神社本殿に見られるような彫刻で埋め尽くされた建
築も出現した。この白木の彫刻に関わったのは江
戸・東都の彫工である。江戸の意匠や，技術が工匠
を通じて当地にもたらされていたのである。
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註記
1）西東京市内の神社の祭神，創建，沿革について
は『田無市史』，『保谷市史』，『保谷市史別冊
二・保谷の石仏と石塔二』を参照。
2）本稿では江戸時代から村の鎮守とされた神社を
対象に述べているので，東伏見稲荷神社につい
ては扱っていない。
3）賀陽濟・西濱剛・宮田亮平・中川武・伊東龍一
『彫工嶋村俊表の美　田無神社本殿写真集』，
1995年
4）伊東龍一「田無神社本殿の建築と嶋村俊表」
（同上所収），同氏「関東の彫物大工と幕府彫物
大工棟梁高松家」，日本建築学会計画系論文報
告集 420号，1991年
5）2000年に調査が行われ，西東京市指定文化財
候補提案書が作成されている。
6）『保谷市史史料編 2近世 2』，pp.383–391，なお，
市史によれば，同年「本社再建財（材）木買帳」
が残されているとされるが，未見。
7）西東京市文化財審議委員・近辻喜一氏の御教示
による。
8）『保谷市史別冊二・保谷の石仏と石塔二』，p.16
9）同上，p.4
10）伊東龍一「関東の彫物大工と幕府彫物大工棟梁
高松家」，日本建築学会計画系論文報告集 420
号，pp.71–81，1991年
11）註 6と同じ，pp.361–362
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写真16 阿波洲神社拝殿外観
写真17 阿波洲神社拝殿木鼻
